
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】電子デバイス冷却用放熱器モジュールの組合せ

構造を提供する。

【解決手段】発熱源となる電子デバイス上面に密着する

ベース台２１、導熱管３１、枠体４１およびファンを有

し、導熱管３１はベース台に嵌合固定される受熱部３１

１及び受熱部両側に延長されて放熱フィンセット６１を

挿通する放熱部３１２を有し、放熱フィンセットは所定

の間隔を設けて配置される。ファンを収容した枠体４１

を該一対の放熱フィンセットの間に配置してその基部を

ベース台に固定すると共に、上部の貫通孔に受熱部を嵌

合固定することにより、安定した状態に固定し、かつ効

果的に送風することができる。

【選択図】図７
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 発 熱 源 と な る 電 子 デ バ イ ス に 接 す る ベ ー ス 台 と 、 少 な く と も 一 つ の 導 熱 管 と 、 枠 体 と 、
フ ァ ン と 、 少 な く と も 二 つ の 放 熱 フ ィ ン セ ッ ト と か ら な り 、
　 前 記 導 熱 管 は 、 受 熱 部 及 び 少 な く と も 二 つ の 放 熱 部 を 有 し 、 前 記 受 熱 部 は 前 記 ベ ー ス 台
上 に 固 定 さ れ 、 前 記 二 つ の 放 熱 部 は 放 熱 部 は 前 記 ベ ー ス 台 か ら 離 れ た 方 向 に 延 長 さ れ て 相
互 に 所 定 間 隔 を 設 け て な り 、
　 前 記 枠 体 は 、 周 縁 が 連 続 し た 枠 縁 を 有 し 、 前 記 枠 縁 は 中 空 区 域 を 形 成 し て な り 、 枠 縁 の
底 面 に は 前 記 ベ ー ス 台 に 対 す る 少 な く と も 一 つ の 挟 持 係 合 部 が 設 け ら れ 、
　 前 記 フ ァ ン は 、 吸 気 側 お よ び 排 気 側 を 有 し 、 前 記 枠 体 の 枠 縁 内 の 中 空 区 域 に 配 置 さ れ て
な り 、
　 前 記 少 な く と も 二 つ の 放 熱 フ ィ ン セ ッ ト は 、 複 数 の 放 熱 フ ィ ン が 積 層 し て 構 成 さ れ 、 そ
れ ぞ れ 前 記 導 熱 管 の 両 放 熱 部 が 挿 通 固 定 さ れ て 相 互 に 所 定 の 間 隔 を 設 け て な り 、
上 記 フ ァ ン を 中 空 区 域 に 配 置 し た 枠 体 を 該 二 つ の フ ィ ン セ ッ ト 間 に 配 置 し て 前 記 ベ ー ス 台
上 に 直 立 し て 設 置 し 、 前 記 導 熱 管 の 両 放 熱 部 を 挿 通 し た 該 二 つ の フ ィ ン セ ッ ト を そ れ ぞ れ
フ ァ ン の 吸 気 側 お よ び 排 気 側 と 相 対 し て 配 置 し て な る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 放 熱 器 モ ジ ュ ー ル の 組 合 せ 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 枠 体 の 枠 縁 に は 、 少 な く と も 一 つ の 鉤 部 が 設 け ら れ 、 前 記 枠 縁 内 に は 少 な く と も 一
つ の 止 め 板 が 設 け ら れ 、 前 記 止 め 板 上 に は 凸 柱 が 設 け ら れ 、 前 記 枠 縁 上 面 に は 少 な く と も
一 つ の 突 出 板 が 設 け ら れ 、 前 記 突 出 板 上 に は 少 な く と も 一 つ の 貫 通 孔 が 設 け ら れ て い る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 放 熱 器 モ ジ ュ ー ル の 組 合 せ 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 フ ァ ン は 、 フ ァ ン 枠 を 有 し 、 前 記 フ ァ ン 枠 内 の フ ァ ン ハ ブ に 枢 設 さ れ て い る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 放 熱 器 モ ジ ュ ー ル の 組 合 せ 構 造 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 フ ァ ン と 前 記 枠 体 と は 、 分 離 し た 単 体 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ３ 記
載 の 放 熱 器 モ ジ ュ ー ル の 組 合 せ 構 造 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 フ ァ ン と 前 記 枠 体 と は 、 一 体 に 成 形 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ３
記 載 の 放 熱 器 モ ジ ュ ー ル の 組 合 せ 構 造 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 ベ ー ス 台 に は 、 少 な く と も 一 つ の 凹 溝 が 形 成 さ れ 、 前 記 導 熱 管 の 受 熱 部 が 嵌 合 固 定
さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 放 熱 器 モ ジ ュ ー ル の 組 合 せ 構 造 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 ベ ー ス 台 に は 、 固 定 接 続 さ れ た 少 な く と も 一 つ の 嵌 挿 部 と 、 前 記 嵌 挿 部 両 端 か ら そ
れ ぞ れ 外 部 に 延 伸 し た 脚 部 と が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 放 熱 器 モ
ジ ュ ー ル の 組 合 せ 構 造 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 嵌 挿 部 に は 少 な く と も 一 つ の 貫 通 孔 が 設 け ら れ 、 前 記 枠 体 の 挟 持 係 合 部 が 挿 入 掛 止
さ れ 、 前 記 脚 部 に は 少 な く と も 一 つ の 貫 通 孔 が 設 け ら れ 、 少 な く と も 一 つ の 接 続 固 定 部 材
が 貫 設 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ 記 載 の 放 熱 器 モ ジ ュ ー ル の 組 合 せ 構 造 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 接 続 固 定 部 材 は 、 外 部 に 弾 性 部 材 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ 記 載
の 放 熱 モ ジ ュ ー ル の 組 合 せ 構 造 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 挟 持 係 合 部 は 、 枠 縁 底 面 か ら 枠 縁 か ら 離 れ た 方 向 に 突 出 し て お り 、 直 立 板 お よ び 前
記 直 立 板 に 相 対 し た 外 側 の 掛 板 を 有 し 、 前 記 直 立 板 と 掛 板 と の 間 に は 通 路 が 形 成 さ れ て い
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ８ 記 載 の 放 熱 器 モ ジ ュ ー ル の 組 合 せ 構 造 。
【 請 求 項 １ １ 】
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　 前 記 掛 板 の 前 記 枠 縁 か ら 離 れ た 一 端 に は 、 鉤 が 設 け ら れ 、 前 記 掛 板 外 側 の 前 記 鉤 に 近 い
位 置 に は 押 板 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ 記 載 の 放 熱 器 モ ジ ュ ー ル の 組
合 せ 構 造 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 発 熱 源 と な る 電 子 デ バ イ ス に 接 す る ベ ー ス 台 と 、 少 な く と も 一 つ の 導 熱 管 と 、 枠 体 と 、
フ ァ ン と 、 少 な く と も 二 つ の 放 熱 フ ィ ン セ ッ ト と 、 固 定 部 材 と か ら な り 、
　 前 記 導 熱 管 は 、 受 熱 部 及 び 少 な く と も 二 つ の 放 熱 部 を 有 し 、 前 記 受 熱 部 は 前 記 ベ ー ス 台
上 に 固 定 さ れ 、 前 記 二 つ の 放 熱 部 は 放 熱 部 は 前 記 ベ ー ス 台 か ら 離 れ た 方 向 に 延 長 さ れ て 相
互 に 所 定 間 隔 を 設 け て な り 、
　 前 記 枠 体 は 、 周 縁 が 連 続 し た 枠 縁 を 有 し 、 前 記 枠 縁 は 中 空 区 域 を 形 成 し て な り 、 枠 縁 の
底 面 に は 前 記 ベ ー ス 台 に 対 す る 少 な く と も 一 つ の 挟 持 係 合 部 が 設 け ら れ 、
　 前 記 フ ァ ン は 、 吸 気 側 お よ び 排 気 側 を 有 し 、 前 記 枠 体 の 枠 縁 内 の 中 空 区 域 に 配 置 さ れ て
な り 、
　 前 記 少 な く と も 二 つ の 放 熱 フ ィ ン セ ッ ト は 、 複 数 の 放 熱 フ ィ ン が 積 層 し て 構 成 さ れ 、 そ
れ ぞ れ 前 記 導 熱 管 の 両 放 熱 部 が 挿 通 固 定 さ れ て 相 互 に 所 定 の 間 隔 を 設 け て な り 、
上 記 フ ァ ン を 中 空 区 域 に 配 置 し た 枠 体 を 該 二 つ の フ ィ ン セ ッ ト 間 に 配 置 し て 前 記 ベ ー ス 台
上 に 直 立 し て 設 置 し 、 前 記 導 熱 管 の 両 放 熱 部 を 挿 通 し た 該 二 つ の フ ィ ン セ ッ ト を そ れ ぞ れ
フ ァ ン の 吸 気 側 お よ び 排 気 側 と 相 対 し て 配 置 し て な る と 共 に 、
　 前 記 固 定 部 材 は 、 本 体 お よ び 少 な く と も 一 つ の 第 １ の ア ー ム 部 を 有 し 、 前 記 第 １ の ア ー
ム 部 は そ れ ぞ れ 前 記 本 体 両 側 か ら 外 部 に 延 伸 し て お り 、 前 記 枠 体 の 挟 持 係 合 部 と 係 合 さ れ
て い る
　 こ と を 特 徴 と す る 放 熱 器 モ ジ ュ ー ル の 組 合 せ 構 造 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 第 １ の ア ー ム 部 外 側 に は 、 間 隔 を 空 け て 前 記 第 １ の ア ー ム 部 と 相 対 し た 第 ２ の ア ー
ム が 設 け ら れ 、 前 記 第 １ の ア ー ム 部 の 内 側 に は 少 な く と も 一 つ の 凸 部 が 設 け ら れ て い る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ２ 記 載 の 放 熱 器 モ ジ ュ ー ル の 組 合 せ 構 造 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 第 １ の ア ー ム 部 の 前 記 本 体 か ら 離 れ た 一 端 に は 、 鉤 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ ２ 記 載 の 放 熱 器 モ ジ ュ ー ル の 組 合 せ 構 造 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 少 な く と も 二 つ の 放 熱 フ ィ ン セ ッ ト に は 、 少 な く と も 一 つ の 貫 通 孔 が 設 け ら れ 、 前
記 導 熱 管 の 放 熱 部 が 貫 設 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 放 熱 器 モ ジ ュ ー ル の
組 合 せ 構 造 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 考 案 は 、 電 子 デ バ イ ス 放 熱 用 の 放 熱 器 モ ジ ュ ー ル の 構 造 に 関 し 、 特 に 放 熱 器 モ ジ ュ ー
ル の 組 合 せ 構 造 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
科 学 技 術 の 発 展 に 伴 い 、 電 子 デ バ イ ス （ Ｃ Ｐ Ｕ な ど ） の 体 積 は 微 小 化 さ れ 、 単 位 面 積 当 た
り の 集 積 度 も 益 々 高 く な っ て お り 、 ま た 、 そ の 機 能 も 強 化 さ れ て い る 。 こ れ ら の こ と が 原
因 と な り 、 電 子 デ バ イ ス の 発 熱 量 も 益 々 多 く な っ て お り 、 好 適 な 放 熱 方 式 に よ っ て 電 子 デ
バ イ ス か ら 発 生 す る 熱 を 除 去 し な い 場 合 、 電 子 デ バ イ ス に は 電 離 や 熱 応 力 な ど が 発 生 し 、
全 体 の 安 定 性 が 低 下 し 、 電 子 デ バ イ ス の 寿 命 が 短 く な る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
従 来 技 術 に よ る 放 熱 器 モ ジ ュ ー ル は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 フ ァ ン １ １ お よ び 放 熱 器 １ ２ を
有 す る 。 放 熱 器 １ ２ は ベ ー ス 台 １ ２ １ を 有 し 、 ベ ー ス 台 １ ２ １ は 発 熱 ユ ニ ッ ト １ ３ 上 に 貼
設 さ れ て お り 、 ベ ー ス 台 １ ２ １ 上 の ベ ー ス 台 １ ２ １ か ら 離 れ た 方 向 に 上 向 き に 複 数 の 放 熱
フ ィ ン １ ２ ２ が 伸 び て い る 。 フ ァ ン １ １ は 、 ベ ー ス 台 １ ２ １ か ら 離 れ た 上 方 の 一 端 に 設 置
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さ れ て い る 。 放 熱 フ ィ ン １ ２ ２ は 間 隔 を 空 け て 配 列 さ れ て お り 、 放 熱 フ ィ ン １ ２ ２ 間 に は
隙 間 １ ２ ３ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
ベ ー ス 台 １ ２ １ は 、 熱 伝 導 に よ っ て 発 熱 ユ ニ ッ ト １ ３ か ら 発 生 す る 熱 を 放 熱 フ ィ ン １ ２ ２
に 伝 導 し 、 フ ァ ン １ １ の 運 転 に よ る 気 流 が 放 熱 器 １ ２ に 流 動 し 、 気 流 が 放 熱 器 １ ２ の 隙 間
１ ２ ３ を 通 過 す る と き 、 放 熱 フ ィ ン １ ２ ２ と 熱 交 換 が 行 な わ れ 、 外 部 に 放 熱 フ ィ ン １ ２ ２
の 熱 を 運 び 出 し 、 間 接 的 に 発 熱 ユ ニ ッ ト １ ３ の 放 熱 を 行 な う 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
し か し 、 上 述 の 従 来 技 術 に お い て は 、 現 在 の 発 熱 ユ ニ ッ ト １ ３ の 大 量 の 熱 に 対 応 さ せ る に
は 機 能 不 足 で あ り 、 フ ァ ン １ １ が ベ ー ス 台 １ ２ か ら 離 れ て い る の で 、 気 流 を 放 熱 フ ィ ン １
２ ２ と ベ ー ス 台 １ ２ １ と の 接 続 部 分 に 送 り た い 場 合 、 熱 伝 導 性 の 低 下 に よ っ て 、 熱 が 滞 留
し 、 放 熱 効 果 が 大 幅 に 低 下 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
上 述 の 放 熱 器 を 更 に 改 良 し た も の で 、 台 湾 実 用 新 案 公 報 第 Ｍ ２ ５ ０ ２ ２ ６ 号 の 改 良 式 放 熱
器 が あ る 。 本 考 案 は 、 熱 伝 導 ベ ー ス 台 、 風 力 装 置 、 第 １ の 放 熱 体 、 第 ２ の 放 熱 体 お よ び ヒ
ー ト パ イ プ か ら な り 、 風 力 装 置 は 熱 伝 導 ベ ー ス 上 に 直 立 に 設 置 さ れ 、 吸 気 面 と 排 気 面 と を
有 す る 。 第 １ お よ び 第 ２ の 放 熱 体 は そ れ ぞ れ 吸 気 面 お よ び 排 気 面 に 相 対 し て お り 、 そ れ ぞ
れ 複 数 の 同 方 向 に 延 伸 し た 第 １ お よ び 第 ２ の 通 路 が 形 成 さ れ て い る 。 ヒ ー ト パ イ プ は 熱 伝
導 ベ ー ス 台 上 の 受 熱 部 に 固 定 さ れ 、 第 １ お よ び 第 ２ の 放 熱 体 上 の 放 熱 部 に 貫 設 さ れ て い る
。 風 力 装 置 が 第 １ お よ び 第 ２ の 放 熱 体 に 対 し て 同 時 に 放 熱 作 業 を 行 な う 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
し か し 、 上 記 の 放 熱 器 に も 問 題 が 存 在 す る 。 上 記 の 放 熱 器 に 示 す 風 力 装 置 は 、 熱 伝 導 ベ ー
ス 台 上 に 直 立 に 設 置 さ れ て い る が 、 風 力 装 置 と 熱 伝 導 ベ ー ス 台 と の 間 の 接 続 に は 明 確 な 説
明 が な く 、 そ の 説 明 に よ る と 、 風 力 装 置 は 熱 伝 導 ベ ー ス 台 に 直 立 し て 設 置 さ れ て い る だ け
で 、 接 続 固 定 さ れ て い な い 。 こ の 構 造 の 場 合 、 風 力 装 置 が 運 転 中 に 振 動 を 発 生 さ せ 、 気 流
を ス ム ー ズ に 第 １ の 放 熱 体 お よ び 第 ２ の 放 熱 体 に 通 過 さ せ る こ と が で き ず 、 風 力 装 置 が 熱
伝 導 ベ ー ス 台 上 か ら 脱 落 す る 可 能 性 も あ り 、 放 熱 モ ジ ュ ー ル は 放 熱 作 用 を 失 っ て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
ま た 、 上 記 の 放 熱 器 で は 、 カ バ ー が 熱 伝 導 ベ ー ス 台 上 に 設 置 さ れ 、 風 力 装 置 と 第 １ お よ び
第 ２ の 放 熱 体 と は カ バ ー 内 に 設 置 さ れ て い る 。 カ バ ー 蓋 の 風 力 装 置 の 吸 気 面 と 排 気 面 の 四
隅 に 対 応 す る 位 置 に は 接 続 部 が 設 け ら れ 、 螺 合 部 材 が 接 続 部 と 風 力 装 置 の 四 隅 を 螺 着 し 、
風 力 装 置 は カ バ ー に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
し か し 、 第 １ お よ び 第 ２ の 放 熱 体 の 両 側 辺 に は 凸 片 が 間 隔 を 空 け て 配 列 さ れ て お り 、 気 流
が 第 １ お よ び 第 ２ の 放 熱 体 の 外 部 に 逃 げ る の を 妨 げ て い る 。 カ バ ー が 熱 伝 導 ベ ー ス 台 、 風
力 装 置 、 第 １ の 放 熱 体 、 第 ２ の 放 熱 体 お よ び ヒ ー ト パ イ プ を 被 覆 し て お り 、 発 熱 物 全 体 が
被 覆 さ れ る の で 、 第 １ お よ び 第 ２ の 放 熱 体 と 外 部 の 冷 た い 空 気 と に よ っ て 発 生 す る 自 然 の
対 流 作 用 が 妨 げ ら れ る だ け で な く 、 熱 が カ バ ー 蓋 内 に 滞 積 し て 風 力 装 置 が 生 成 す る 強 制 対
流 効 果 を 低 下 さ せ 、 放 熱 効 果 に 影 響 を 与 え る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
本 考 案 の 考 案 者 は 上 述 の 欠 点 に 鑑 み 、 長 年 に 渡 る 経 験 と 研 究 に よ っ て 、 つ い に 本 考 案 を 完
成 さ せ た 。
【 特 許 文 献 １ 】 台 湾 実 用 新 案 公 報 第 Ｍ ２ ５ ０ ２ ２ ６ 号
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － １ ０ ０ ０ ９ １ 号 公 報
【 考 案 の 開 示 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ １ 】
本 考 案 の 第 １ の 目 的 は 、 接 続 固 定 部 材 を 用 い な く て も 枠 体 と 枠 体 内 部 に 設 置 さ れ た フ ァ ン
と を 安 定 的 に 直 立 し て ベ ー ス 台 上 に 設 置 で き る 放 熱 器 モ ジ ュ ー ル の 組 合 せ 構 造 を 提 供 す る
こ と に あ る 。
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本 考 案 の 第 ２ の 目 的 は 、 組 立 て が 簡 単 、 迅 速 に 行 え 、 そ の 他 の 接 続 部 材 や 格 別 の 工 具 が 必
要 な い 放 熱 器 モ ジ ュ ー ル の 組 合 せ 構 造 を 提 供 す る こ と に あ る 。
本 考 案 の 第 ３ の 目 的 は 、 放 熱 効 果 を 高 め た 放 熱 器 モ ジ ュ ー ル の 組 合 せ 構 造 を 提 供 す る こ と
に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ２ 】
上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 請 求 項 １ の 考 案 は 、 ベ ー ス 台 と 、 少 な く と も 一 つ の 導 熱 管 と
、 枠 体 と 、 フ ァ ン と 、 少 な く と も 二 つ の 放 熱 フ ィ ン セ ッ ト と か ら な り 、 少 な く と も 一 つ の
導 熱 管 は 、 受 熱 部 お よ び 少 な く と も 二 つ の 放 熱 部 を 有 し 、 受 熱 部 は ベ ー ス 台 上 に 固 定 さ れ
、 放 熱 部 は ベ ー ス 台 か ら 離 れ た 方 向 に 延 伸 し て お り 、 枠 体 は 、 連 続 し た 枠 縁 を 有 し 、 枠 縁
は 中 空 区 域 を 形 成 し 、 枠 縁 の 底 面 に は 少 な く と も 一 つ の 挟 持 係 合 部 が 設 け ら れ 、 枠 体 は ベ
ー ス 台 上 に 直 立 し て 設 置 さ れ 、 導 熱 管 の 両 受 熱 部 と 相 対 し て お り 、 フ ァ ン は 、 吸 気 側 お よ
び 排 気 側 を 有 し 、 枠 体 の 枠 縁 内 の 中 空 区 域 に 接 合 さ れ 、 枠 体 と 共 に ベ ー ス 台 上 に 設 置 さ れ
て お り 、 少 な く と も 二 つ の 放 熱 フ ィ ン セ ッ ト は 、 複 数 の 放 熱 フ ィ ン が 積 み 重 な っ て な り 、
そ れ ぞ れ 導 熱 管 の 両 放 熱 部 が 貫 設 さ れ 、 そ れ ぞ れ フ ァ ン の 吸 気 側 お よ び 排 気 側 と 相 対 し て
い る こ と を 特 徴 と す る 放 熱 器 モ ジ ュ ー ル の 組 合 せ 構 造 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 請 求 項 ２ の 考 案 は 、 枠 体 の 枠 縁 に は 、 少 な く と も 一 つ の 鉤 部 が 設 け ら れ 、 枠 縁 内 に は 少
な く と も 一 つ の 止 め 板 が 設 け ら れ 、 止 め 板 上 に は 凸 柱 が 設 け ら れ 、 枠 縁 上 面 に は 少 な く と
も 一 つ の 突 出 板 が 設 け ら れ 、 突 出 板 上 に は 少 な く と も 一 つ の 貫 通 孔 が 設 け ら れ て い る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 放 熱 器 モ ジ ュ ー ル の 組 合 せ 構 造 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 ３ の 考 案 は 、 フ ァ ン は 、 フ ァ ン 枠 を 有 し 、 フ ァ ン 枠 内 の フ ァ ン ハ ブ に 枢 設 さ れ て
い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 放 熱 器 モ ジ ュ ー ル の 組 合 せ 構 造 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 請 求 項 ４ の 考 案 は 、 フ ァ ン と 枠 体 と は 、 分 離 し た 単 体 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
ま た は ３ 記 載 の 放 熱 器 モ ジ ュ ー ル の 組 合 せ 構 造 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 請 求 項 ５ の 考 案 は 、 フ ァ ン と 枠 体 と は 、 一 体 に 成 形 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ ま た は ３ 記 載 の 放 熱 器 モ ジ ュ ー ル の 組 合 せ 構 造 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 請 求 項 ６ の 考 案 は 、 ベ ー ス 台 に は 、 少 な く と も 一 つ の 凹 溝 が 形 成 さ れ 、 導 熱 管 の 受 熱 部
が 嵌 入 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 放 熱 器 モ ジ ュ ー ル の 組 合 せ 構 造 で あ る
。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 請 求 項 ７ の 考 案 は 、 ベ ー ス 台 に は 、 固 定 接 続 さ れ た 少 な く と も 一 つ の 嵌 挿 部 と 、 嵌 挿 部
両 端 か ら そ れ ぞ れ 外 部 に 延 伸 し た 脚 部 と が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載
の 放 熱 器 モ ジ ュ ー ル の 組 合 せ 構 造 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 請 求 項 ８ の 考 案 は 、 嵌 挿 部 に は 少 な く と も 一 つ の 貫 通 孔 が 設 け ら れ 、 枠 体 の 挟 持 係 合 部
が 挿 入 掛 止 さ れ 、 脚 部 に は 少 な く と も 一 つ の 貫 通 孔 が 設 け ら れ 、 少 な く と も 一 つ の 接 続 固
定 部 材 が 貫 設 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ 記 載 の 放 熱 器 モ ジ ュ ー ル の 組 合 せ 構 造
で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 請 求 項 ９ の 考 案 は 、 接 続 固 定 部 材 は 、 外 部 に 弾 性 部 材 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 ８ 記 載 の 放 熱 モ ジ ュ ー ル の 組 合 せ 構 造 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 請 求 項 １ ０ の 考 案 は 、 挟 持 係 合 部 は 、 枠 縁 底 面 か ら 枠 縁 か ら 離 れ た 方 向 に 突 出 し て お り
、 直 立 板 お よ び 前 記 直 立 板 に 相 対 し た 外 側 の 掛 板 を 有 し 、 直 立 板 と 掛 板 と の 間 に は 通 路 が
形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ８ 記 載 の 放 熱 器 モ ジ ュ ー ル の 組 合 せ 構 造
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で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 請 求 項 １ １ の 考 案 は 、 掛 板 の 前 記 枠 縁 か ら 離 れ た 一 端 に は 、 鉤 が 設 け ら れ 、 掛 板 外 側 の
鉤 に 近 い 位 置 に は 押 板 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ 記 載 の 放 熱 器 モ ジ ュ
ー ル の 組 合 せ 構 造 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 請 求 項 １ ２ の 考 案 は 、 ベ ー ス 台 と 、 少 な く と も 一 つ の 導 熱 管 と 、 枠 体 と 、 フ ァ ン と 、 少
な く と も 二 つ の 放 熱 フ ィ ン セ ッ ト と 、 固 定 部 材 と か ら な り 、 少 な く と も 一 つ の 導 熱 管 は 、
受 熱 部 お よ び 少 な く と も 二 つ の 放 熱 部 を 有 し 、 受 熱 部 は ベ ー ス 台 上 に 固 定 さ れ 、 放 熱 部 は
ベ ー ス 台 か ら 離 れ た 方 向 に 延 伸 し て お り 、 枠 体 は 、 連 続 し た 枠 縁 を 有 し 、 枠 縁 は 中 空 区 域
を 形 成 し 、 枠 縁 の 底 面 に は 少 な く と も 一 つ の 挟 持 係 合 部 が 設 け ら れ 、 枠 体 は ベ ー ス 台 上 に
直 立 し て 設 置 さ れ 、 導 熱 管 の 両 受 熱 部 と 相 対 し て お り 、 フ ァ ン は 、 吸 気 側 お よ び 排 気 側 を
有 し 、 枠 体 の 枠 縁 内 の 中 空 区 域 に 接 合 さ れ 、 枠 体 と 共 に ベ ー ス 台 上 に 設 置 さ れ て お り 、 少
な く と も 二 つ の 放 熱 フ ィ ン セ ッ ト は 、 複 数 の 放 熱 フ ィ ン が 積 み 重 な っ て な り 、 そ れ ぞ れ 導
熱 管 の 両 放 熱 部 が 貫 設 さ れ 、 そ れ ぞ れ フ ァ ン の 吸 気 側 お よ び 排 気 側 と 相 対 し て お り 、 固 定
部 材 は 、 本 体 お よ び 少 な く と も 一 つ の 第 １ の ア ー ム 部 を 有 し 、 第 １ の ア ー ム 部 は そ れ ぞ れ
本 体 両 側 か ら 外 部 に 延 伸 し て お り 、 枠 体 の 挟 持 係 合 部 と 係 合 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る
放 熱 器 モ ジ ュ ー ル の 組 合 せ 構 造 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 請 求 項 １ ３ の 考 案 は 、 第 １ の ア ー ム 部 外 側 に は 、 間 隔 を 空 け て 第 １ の ア ー ム 部 と 相 対 し
た 第 ２ の ア ー ム が 設 け ら れ 、 第 １ の ア ー ム 部 の 内 側 に は 少 な く と も 一 つ の 凸 部 が 設 け ら れ
て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ２ 記 載 の 放 熱 器 モ ジ ュ ー ル の 組 合 せ 構 造 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 請 求 項 １ ４ の 考 案 は 、 第 １ の ア ー ム 部 の 本 体 か ら 離 れ た 一 端 に は 、 鉤 が 設 け ら れ て い る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ２ 記 載 の 放 熱 器 モ ジ ュ ー ル の 組 合 せ 構 造 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 請 求 項 １ ５ の 考 案 は 、 少 な く と も 二 つ の 放 熱 フ ィ ン セ ッ ト に は 、 少 な く と も 一 つ の 貫 通
孔 が 設 け ら れ 、 導 熱 管 の 放 熱 部 が 貫 設 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 放 熱 器
モ ジ ュ ー ル の 組 合 せ 構 造 で あ る 。
【 考 案 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
固 定 部 材 を 外 側 か ら フ ァ ン 方 向 に 移 動 さ せ 、 第 １ の ア ー ム 部 を 前 述 の 直 立 板 と 掛 板 と の 間
の 通 路 に 貫 通 さ せ 、 そ の 一 端 の 鉤 を 掛 板 に 掛 止 し 、 同 時 に 第 １ の ア ー ム 部 内 側 に 設 け ら れ
た 凸 部 を 通 路 内 に 進 入 さ せ る と 、 凸 部 は 直 立 板 と 摩 擦 力 が 発 生 す る の で 、 枠 体 を 安 定 的 に
固 定 す る こ と が で き る 。 ま た 、 第 ２ の ア ー ム 部 は 押 板 と 枠 縁 底 面 と の 間 を 貫 通 し 、 第 ２ の
ア ー ム 部 の 厚 み に よ っ て 、 押 板 を 固 定 し 、 押 板 が 圧 力 に よ っ て 移 動 す る の を 防 ぎ 、 ベ ー ス
台 上 に 直 立 し た 枠 体 お よ び フ ァ ン の 安 全 性 を 高 め る こ と が で き る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
本 考 案 は 、 放 熱 器 モ ジ ュ ー ル の 組 合 せ 構 造 を 提 供 す る も の で あ り 、 図 ２ 、 ３ 、 ４ 、 ５ 、 ６
に 示 す よ う に 、 ベ ー ス 台 ２ １ と 、 少 な く と も 一 つ の 導 熱 管 ３ １ と 、 枠 体 ４ １ と 、 フ ァ ン ５
１ と 、 少 な く と も 二 つ の 放 熱 フ ィ ン セ ッ ト ６ １ 、 ６ ２ と 、 固 定 部 材 ７ １ と か ら な る 。 図 ２
、 ３ に 示 す よ う に 、 ベ ー ス 台 ２ １ は 高 熱 伝 導 材 料 か ら な り 、 発 熱 部 材 （ 図 示 せ ず ） 上 に 貼
設 す る こ と が で き 、 発 熱 部 材 か ら の 熱 を 伝 導 す る 。 ベ ー ス 台 ２ １ に は 導 熱 管 ３ １ は 受 熱 部
３ １ １ を 嵌 合 固 定 す る 少 な く と も 一 つ の 凹 溝 ２ １ １ が 設 け ら れ 、 ベ ー ス 台 ２ １ の 反 対 の 両
側 に は 固 定 接 続 さ れ た 少 な く と も 一 つ の 嵌 挿 部 ２ ２ と 、 嵌 挿 部 ２ ２ 両 端 か ら そ れ ぞ れ 外 部
に 延 伸 し た 脚 部 ２ ３ と が 設 け ら れ て い る 。 嵌 挿 部 ２ ２ に は 少 な く と も 一 つ の 貫 通 孔 ２ ２ １
が 設 け ら れ て い る 。 脚 部 ２ ３ に は 貫 通 孔 ２ ３ １ が 設 け ら れ 、 少 な く と も 一 つ の 接 続 固 定 部
材 ８ １ が 挿 通 締 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
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　 導 熱 管 ３ １ は 受 熱 部 ３ １ １ お よ び 放 熱 部 ３ １ ２ を 有 し 、 受 熱 部 ３ １ １ は ベ ー ス 台 ２ １ の
凹 溝 ２ １ １ に 固 定 さ れ 、 放 熱 部 ３ １ ２ は ベ ー ス 台 ２ １ か ら 離 れ た 方 向 に 延 長 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
二 つ の 放 熱 フ ィ ン セ ッ ト ６ １ 、 ６ ２ は 、 複 数 の 放 熱 フ ィ ン ６ １ １ 、 ６ ２ １ が 積 層 し て な り
、 そ れ ぞ れ の 放 熱 フ ィ ン ６ １ １ 、 ６ ２ １ の 同 じ 位 置 に は 貫 通 孔 ６ １ ２ 、 ６ ２ ２ が 設 け ら れ
、 両 放 熱 フ ィ ン セ ッ ト ６ １ 、 ６ ２ の 貫 通 孔 ６ １ ２ 、 ６ ２ ２ は そ れ ぞ れ 導 熱 管 ３ １ の 放 熱 部
３ １ ２ 部 分 に 挿 通 嵌 合 さ れ 、 両 放 熱 フ ィ ン セ ッ ト ６ １ 、 ６ ２ は 導 熱 管 ３ １ の 放 熱 部 ３ １ ２
部 分 に 固 定 さ れ て 、 間 隔 を 空 け て 相 対 し て 設 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 固 定 部 材 ７ １ は 、 本 体 ７ １ １ お よ び 少 な く と も 一 つ の 第 １ の ア ー ム 部 ７ １ ２ を 有 し 、 本
体 ７ １ １ に は 少 な く と も 一 つ の 嵌 入 孔 ７ １ ４ が 設 け ら れ 、 第 １ の ア ー ム 部 ７ １ ２ は そ れ ぞ
れ 本 体 ７ １ １ 両 側 か ら 外 部 に 延 伸 し て い る 。 第 １ の ア ー ム 部 ７ １ ２ 外 側 に は 、 間 隔 を 空 け
て 第 ２ の ア ー ム 部 ７ １ ３ が 設 け ら れ 、 第 １ の ア ー ム 部 ７ １ ２ の 内 側 に は 少 な く と も 一 つ の
凸 部 ７ １ ５ が 設 け ら れ て お り 、 第 １ の ア ー ム 部 の 本 体 ７ １ １ か ら 離 れ た 一 端 に は 、 鉤 ７ １
６ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ４ 、 ５ 、 ６ に 示 す よ う に 、 枠 体 ４ １ は 連 続 し た 枠 縁 ４ １ １ を 有 し 、 枠 縁 ４ １ １ は 中 空
区 域 ４ １ ２ を 形 成 し 、 枠 縁 ４ １ １ の 底 面 に は 少 な く と も 一 つ の 挟 持 係 合 部 ４ ２ が 設 け ら れ
て い る 。 挟 持 係 合 部 ４ ２ は 、 枠 縁 ４ １ １ 底 面 か ら 枠 縁 ４ １ １ か ら 離 れ た 方 向 に 突 出 し て お
り 、 直 立 板 ４ ２ １ お よ び 直 立 板 ４ ２ １ に 相 対 し た 外 側 の 掛 板 ４ ２ ２ を 有 し 、 直 立 板 ４ ２ １
と 掛 板 ４ ２ ２ と の 間 に は 通 路 が 形 成 さ れ て い る 。 掛 板 ４ ２ ２ の 枠 縁 ４ １ １ か ら 離 れ た 一 端
に は 、 鉤 ４ ２ ２ １ が 設 け ら れ 、 掛 板 ４ ２ ２ 外 側 の 鉤 ４ ２ ２ １ に 近 い 位 置 に は 押 板 ４ ２ ３ が
設 け ら れ て い る 。 枠 縁 ４ １ １ に は 、 少 な く と も 一 つ の 鉤 部 ４ ３ が 設 け ら れ 、 枠 縁 ４ １ １ 内
の 四 隅 に は 枠 縁 ４ １ １ と 接 続 さ れ た 止 め 板 ４ ４ が 設 け ら れ 、 止 め 板 ４ ４ 上 に は 凸 柱 ４ ４ １
が 設 け ら れ て い る 。 枠 縁 ４ １ １ 上 面 に は 少 な く と も 一 つ の 突 出 板 ４ ５ が 設 け ら れ 、 突 出 板
４ ５ 上 に は 貫 通 孔 ４ ５ １ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 フ ァ ン ５ １ は 、 フ ァ ン 枠 ５ ２ を 有 し 、 フ ァ ン 枠 ５ ２ 内 の フ ァ ン ハ ブ ５ ３ に 枢 設 さ れ て い
る 。 フ ァ ン 枠 ５ ２ は 、 吸 気 側 ５ ２ １ お よ び 排 気 側 ５ ２ ２ を 形 成 し 、 フ ァ ン 枠 ５ ２ の 四 隅 に
は 貫 通 孔 ５ ２ ３ が 設 け ら れ 、 フ ァ ン ５ １ は 枠 体 ４ １ 内 の 中 空 区 域 ４ １ ２ に 設 置 さ れ る 。 フ
ァ ン ５ １ の 吸 気 側 ５ ２ １ ま た は 排 気 側 ５ ２ ２ は 枠 体 ４ １ 内 四 隅 の 止 め 板 ４ ４ に 相 対 し て お
り 、 止 め 板 ４ ４ 上 の 凸 柱 ４ ４ １ を フ ァ ン 枠 ５ ２ の 上 記 貫 通 孔 ５ ２ ３ に 嵌 合 す る こ と に よ り
、 フ ァ ン ５ １ は 枠 体 ４ １ 内 に 定 位 さ れ る 。 枠 体 ４ １ の 枠 縁 ４ １ １ の 鉤 部 ４ ３ を 吸 気 側 ５ ２
１ ま た は 排 気 側 ５ ２ ２ の フ ァ ン 枠 ５ ２ 辺 縁 に 掛 止 固 定 し て 、 フ ァ ン は 安 定 し た 形 態 で 枠 体
４ １ 内 に 設 置 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 フ ァ ン ５ １ と 枠 体 ４ １ と は 、 分 離 し た 単 体 で あ る が 、 そ れ に 限 ら ず 、 一 体 に 成 形 す る こ
と も で き る 。 ま た 、 接 続 固 定 部 材 ８ １ の 外 部 に は 弾 性 部 材 ８ ２ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ７ 、 ８ 、 ９ 、 １ ０ 、 １ １ 、 １ ２ 、 １ ３ に 示 す よ う に 、 上 述 の 枠 体 ４ １ お よ び フ ァ ン ５
１ は 両 放 熱 フ ィ ン セ ッ ト ６ １ 、 ６ ２ 間 に 直 立 し て 配 置 さ れ 、 枠 体 ４ １ の 底 面 は ベ ー ス 台 ２
１ 方 向 を 向 け て 設 置 さ れ て い る 。 挟 持 係 合 部 ４ ２ の 直 立 板 ４ ２ １ を 嵌 挿 部 ２ ２ の 貫 通 孔 ２
２ １ に 挿 入 し 、 掛 板 ４ ２ ２ を 嵌 挿 部 ２ ２ 外 側 に 位 置 さ せ 、 鉤 ４ ２ ２ １ を ベ ー ス 台 ２ １ の 嵌
挿 部 ２ ２ の 貫 通 孔 ２ ２ １ と 外 側 と の 間 に 掛 止 す る 。 枠 体 ４ １ の 突 出 板 ４ ５ の 貫 通 孔 ４ ５ １
に 導 熱 管 ３ １ を 貫 通 し 、 枠 体 ４ １ と フ ァ ン ５ １ と を 同 時 に ベ ー ス 台 ２ １ 上 に 固 定 し 、 導 熱
管 ３ １ の 放 熱 部 ３ １ ２ が 貫 通 す る 両 放 熱 フ ィ ン セ ッ ト ６ １ 、 ６ ２ と 相 対 さ せ る と 、 フ ァ ン
５ １ の 吸 気 側 ５ ２ １ お よ び 排 気 側 ５ ２ ２ は そ れ ぞ れ 両 放 熱 フ ィ ン セ ッ ト ６ １ 、 ６ ２ と 相 対
す る 。 さ ら に 、 固 定 部 材 ７ １ を 外 側 か ら フ ァ ン ５ １ 方 向 に 移 動 さ せ 、 第 １ の ア ー ム 部 ７ １
２ を 前 述 の 直 立 板 ４ ２ １ と 掛 板 ４ ２ ２ と の 間 の 通 路 ４ ２ ４ に 貫 通 さ せ 、 そ の 一 端 の 鉤 ７ １
６ を 掛 板 ４ ２ ２ に 掛 止 し 、 同 時 に 第 １ の ア ー ム 部 ７ １ ２ 内 側 に 設 け ら れ た 凸 部 ７ １ ５ を 通
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路 ４ ２ ４ 内 に 進 入 さ せ る 。 凸 部 ７ １ ５ は 直 立 板 ４ ２ １ と の 間 に 発 生 す る 摩 擦 力 に よ っ て 、
第 １ の ア ー ム 部 ７ １ ２ の 枠 体 ４ １ を 安 定 的 に 固 定 す る と い う 特 性 を 高 め る こ と が で き る 。
ま た 、 第 ２ の ア ー ム 部 ７ １ ３ は 押 板 ４ ２ ３ と 枠 縁 ４ １ １ 底 面 と の 間 を 貫 通 し 、 第 ２ の ア ー
ム 部 ７ １ ３ の 厚 み に よ っ て 、 押 板 ４ ２ ３ を 固 定 し 、 押 板 ４ ２ ３ が 圧 力 に よ っ て 移 動 す る の
を 防 ぎ 、 ベ ー ス 台 ２ １ 上 に 直 立 し た 枠 体 ４ １ お よ び フ ァ ン ５ １ の 安 全 性 を 高 め る こ と が で
き る 。 ま た 、 本 体 ７ １ １ の 嵌 入 孔 ７ １ ４ に は 導 熱 管 ３ １ を 嵌 入 で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 上 述 の 枠 体 ４ １ の 大 き さ は 両 放 熱 フ ィ ン セ ッ ト ６ １ 、 ６ ２ と 等 し い か 、 ま た は や や 大 き
く 、 放 熱 フ ィ ン セ ッ ト ６ １ 、 ６ ２ を 収 容 し て 気 流 が 放 熱 フ ィ ン セ ッ ト ６ １ 、 ６ ２ と フ ァ ン
５ １ と の 間 か ら 漏 れ る の を 防 ぐ 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 上 述 の 説 明 か ら 分 か る よ う に 、 本 考 案 は 従 来 技 術 に お け る 問 題 を 改 善 し 、 放 熱 効 果 を 高
め た だ け で な く 、 簡 単 で 安 定 し た 状 態 で フ ァ ン ５ １ を ベ ー ス 台 ２ １ 上 に 直 立 に 接 続 固 定 で
き 、 フ ァ ン ５ １ が 外 力 を 受 け て 脱 落 す る こ と の な い 安 全 な 放 熱 モ ジ ュ ー ル の 組 合 せ 構 造 で
あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 上 述 の 説 明 は 本 考 案 の 好 適 な 実 施 例 を 示 し た も の で あ り 、 本 考 案 の 主 旨 に 基 づ く 変 更 な
ど は 全 て 本 考 案 に 含 ま れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
【 図 １ 】 従 来 技 術 に よ る 放 熱 器 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 考 案 に よ る 放 熱 器 の ベ ー ス 台 、 導 熱 管 お よ び 放 熱 フ ィ ン セ ッ ト を 示 す 分 解 図 で
あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ を 組 立 て た 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 考 案 に よ る 放 熱 器 の 枠 体 お よ び フ ァ ン を 示 す 分 解 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ４ を 組 立 て た 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ５ の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 枠 体 お よ び フ ァ ン を 機 台 上 に 設 置 す る 状 態 を 示 す 分 解 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ７ を 組 立 て た 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 挟 持 係 合 部 が 嵌 挿 部 に 貫 設 さ れ て い な い 状 態 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 挟 持 係 合 部 が 嵌 挿 部 に 貫 設 さ れ た 状 態 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 固 定 部 材 が 挟 持 係 合 部 に 貫 設 さ れ て い な い 状 態 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 固 定 部 材 が 挟 持 係 合 部 に 貫 設 さ れ た 状 態 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 固 定 部 材 が 挟 持 係 合 部 に 貫 設 さ れ た 状 態 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
２ １ 　 　 ベ ー ス 台
２ １ １ 　 凹 溝
２ ２ 　 　 嵌 挿 部
２ ２ １ 　 貫 通 孔
２ ３ 　 　 脚 部
２ ３ １ 　 貫 通 孔
３ １ 　 　 導 熱 管
３ １ １ 　 受 熱 部
３ １ ２ 　 放 熱 部
４ １ 　 　 枠 体
４ １ １ 　 枠 縁
４ １ ２ 　 中 空 区 域
４ ２ 　 　 挟 持 係 合 部
４ ２ １ 　 直 立 板
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４ ２ ２ 　 掛 板
４ ２ ２ １ 　 鉤
４ ２ ３ 　 押 板
４ ２ ４ 　 通 路
４ ３ 　 　 鉤 部
４ ４ 　 　 止 め 板
４ ４ １ 　 凸 柱
４ ５ 　 　 突 出 板
４ ５ １ 　 貫 通 孔
５ １ 　 　 フ ァ ン
５ ２ 　 　 フ ァ ン 枠
５ ２ １ 　 吸 気 側
５ ２ ２ 　 排 気 側
５ ２ ３ 　 貫 通 孔
５ ３ 　 　 フ ァ ン ハ ブ
６ １ 　 　 放 熱 フ ィ ン セ ッ ト
６ １ １ 　 放 熱 フ ィ ン
６ １ ２ 　 貫 通 孔
６ ２ 　 　 放 熱 フ ィ ン セ ッ ト
６ ２ １ 　 放 熱 フ ィ ン
６ ２ ２ 　 貫 通 孔
７ １ 　 　 固 定 部 材
７ １ １ 　 本 体
７ １ ２ 　 第 １ の ア ー ム 部
７ １ ３ 　 第 ２ の ア ー ム 部
７ １ ４ 　 嵌 入 孔
７ １ ５ 　 凸 部
７ １ ６ 　 鉤
８ １ 　 　 接 続 固 定 部 材
８ ２ 　 　 弾 性 部 材
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】 【 図 ９ 】

(11) JP 3116438 U 2005.12.8
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【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】
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